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《表紙》国の天然記念物である

コクガン。志津川湾は越冬地に

もなっている。

生涯学習センター 4 月開館へ

エアコン整備の設計業務2000万円計上

ここが聞きたい
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特
集

　　　　　　
　　　　　　

復興に向けた
平成31

財務省にて

国交省にて

年度以降も確実に！
財政支援など

　
平
成
30
年
10
月
25
日
〜
26
日
、
和
田
政
宗
参
議
院
議
員
の
案
内
の
も
と
、

首
相
官
邸
、
国
土
交
通
省
、
財
務
省
、
復
興
庁
、
宮
城
県
選
出
国
会
議
員
を

訪
問
し
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
政
府
に
対
す
る
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

①
東
日
本
大
震
災
復
興
関

連
予
算
の
確
保
及
び
運
用

　

復
興
の
完
遂
に
向
け
、
特
例
的
な

財
政
支
援
を
31
年
度
以
降
も
確
実
に

継
続
す
る
と
と
も
に
、
制
度
の
柔
軟

な
運
用
と
手
続
き
の
簡
素
化
を
図
る

こ
と
。

②
海
岸
保
全
施
設
︵
防
潮

堤
等
︶
整
備
に
係
る
確
実

な
予
算
措
置

　

平
成
31
年
度
以
降
も
本
格
的
な
工

事
が
実
施
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
た

め
、
今
後
も
十
分
か
つ
確
実
な
予
算

措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

③
海
岸
線
に
お
け
る
山
腹

崩
落
等
対
策
事
業
の
創
設

　

海
岸
線
で
山
腹
崩
落
や
立
木
の
枯

損
が
発
生
し
、
流
出
土
砂
や
流
木
に

よ
る
漁
業
へ
の
影
響
が
顕
著
に
な
り

つ
つ
あ
る
た
め
、
対
策
事
業
を
創
設

す
る
こ
と
。

④
復
旧
・
復
興
事
業
に
係

る
道
路
補
修
費
用
に
対
す

る
支
援

　

復
旧
・
復
興
事
業
の
大
型
車
両
の

影
響
に
よ
り
道
路
の
損
傷
が
激
し
く
、

住
民
の
生
活
環
境
に
も
支
障
を
き
た

す
た
め
、
道
路
の
補
修
対
策
に
つ
い

て
復
興
交
付
金
の
柔
軟
な
活
用
が
可

能
と
な
る
こ
と
。

⑤
被
災
者
の
生
活
・
健
康

支
援
を
行
う
た
め
の
継
続

し
た
財
源
確
保　

　

災
害
公
営
住
宅
等
へ
の
移
転
が
進

ん
で
い
る
が
高
齢
化
率
・
独
居
率
が

高
く
、
被
災
者
の
生
活
支
援
・
健
康

支
援
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
十
分
か

つ
継
続
的
な
財
政
支
援
を
求
め
る
。

議
員
全
員
で
政
府
要
望

復
興
庁
で
渡
辺
復
興
大
臣
へ
要
望

首
相
官
邸
で
菅
官
房
長
官
と
懇
談

復
興
事
業
等
の
推
進
へ

の
労
を
ね
ぎ
ら
わ
れ
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ

の
激
励
と
要
望
へ
の
理

解
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
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水
戸
辺
川
沿
い
の
戸
倉
水
源

生涯学習センター

議
案議

審算
正補

予
全町の小・中学校にエアコン整備の設計業務として

     ２,０００万円計上
　今年度の異常気象の熱中症対策として、町内の 5 小学校と 2 中学校の全校を

対象に、空調整備の調査業務として補正計上した。エアコンを児童・生徒の教

室に設置、国の補正予算に合わせ、第一次予算として可能な予算処置を講じた。

答 問答 問 答

問 答 問 問答
　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
地
域

お
こ
し
協
力
隊
へ
の
減
額
は
、

人
数
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
の

か
。
ま
た
、
活
動
に
求
め
る

も
の
は
。

　
　

16
名
の
募
集
に
対
し
、

11
名
と
な
り
、
５
名
分
の
予

算
の
整
理
を
し
た
。
町
の
関

係
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み

の
一
環
で
あ
る
。

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
不
正

請
求
で
の
補
正
処
理
と
し
て
、

災
害
復
旧
費
国
庫
補
助
金
の

減
額
５
０
６
６
万
６
千
円
と
、

消
防
防
災
施
設
災
害
復
旧
費

の
減
額
７
６
６
６
万
９
千
円

の
内
容
は
。

　
　

消
防
施
設
復
旧
費
減
額

分
は
、
不
正
請
求
の
件
と
は

関
係
が
な
い
。
消
防
積
載
車

４
台
と
ポ
ン
プ
車
２
台
の
整

備
費
と
し
て
、
平
成
31
年
度

事
業
と
し
て
進
め
る
。
６
６

万
９
千
円
は
返
還
加
算
金
で

あ
る
。

　
　

今
回
の
問
題
で
町
が
受

け
た
被
害
額
は
。

　
　

国
で
承
認
し
た
と
想
定

し
て
７
７
０
０
万
円
で
あ
る
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
漁
港

照
明
設
備
設
置
の
４
５
０
０

万
円
は
、
ど
の
程
度
の
設
計

委
託
か
。

　
　

町
が
管
理
す
る
19
漁
港

全
て
の
調
査
設
計
業
務
。

　

（
髙
橋
兼
次
議
員
）
住
宅

管
理
費
な
ど
は
住
宅
公
社
に

管
理
を
委
託
し
て
い
る
が
、

住
民
は
車
庫
証
明
の
取
得
に

苦
労
し
て
い
る
。
そ
の
改
善

策
の
考
え
は
。

　
　

石
巻
で
手
続
き
を
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
当
然
な
が

ら
交
通
費
・
手
数
料
も
発
生

す
る
の
で
、
車
の
販
売
者
側

と
今
後
相
談
し
て
い
き
た
い
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
70
年

ぶ
り
に
漁
業
法
が
改
正
さ
れ
、

企
業
の
資
本
や
技
術
を
生
か

し
、
漁
業
を
成
長
産
業
へ
と

の
国
の
狙
い
に
対
す
る
町
長

の
考
え
は
。

　
　

湾
内
で
多
く
の
漁
業
者

が
養
殖
を
し
て
い
る
中
で
、

民
間
の
参
入
は
想
定
で
き
な

い
。

答 問

戸倉浄水場へのろ過器整備などに

  　　　５億円
　　　　　　　　  　　  （上水道費）

戸倉浄水場へのろ過器整備などに

  　　　５億円
　　　　　　　　  　　  （上水道費）

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
戸
倉

水
源
は
60
ミ
リ
の
降
雨
量
が

あ
っ
た
場
合
に
は
濁
り
水
が

発
生
す
る
。
有
事
の
時
の
給

水
は
大
丈
夫
か
。

　
　

戸
倉
水
源
が
使
え
な
く

な
っ
た
場
合
、
全
町
を
賄
う

こ
と
は
現
在
で
き
な
い
。

　
　

各
地
区
へ
の
安
定
給
水

の
対
策
は
。

　
　

全
町
で
７
３
０
０
ｔ
の

水
量
が
必
要
で
、
戸
倉
水
源

で
５
３
０
０
ｔ
と
、
小
森
と

中
在
浄
水
場
の
３
カ
所
の
浄

水
場
を
使
い
給
水
す
る
。
水

量
が
足
り
な
い
の
で
対
策
と

し
て
、
戸
倉
水
源
に
ろ
過
器

を
整
備
す
る
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
沖
田

団
地
か
ら
水
戸
辺
川
へ
の
道

路
は
通
行
で
き
る
の
か
。

　
　

沖
田
団
地
か
ら
在
郷
地

区
へ
の
道
路
は
、
途
中
に
戸

倉
浄
水
場
や
戸
倉
配
水
池
が

あ
り
、
施
設
の
安
全
上
、
フ

ェ
ン
ス
や
門
扉
等
を
設
け
て

い
る
た
め
車
で
の
通
り
抜
け

は
で
き
な
い
。

　
　

国
、
県
で
検
討
し
て
い

る
改
正
水
道
法
に
対
す
る
町

の
考
え
は
。

　
　

※

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方

式
で
の
水
道
の
給
水
は
、
本

町
に
お
い
て
は
狭
い
地
区
で

世
帯
数
も
少
な
く
、
民
間
の

参
入
は
想
定
が
し
に
く
い
。

※

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方

式…

上
下
水
道
な
ど
の

料
金
徴
収
を
伴
う
公
共

施
設
な
ど
に
つ
い
て
、

施
設
の
所
有
権
を
発
注

者
︵
公
的
機
関
︶
に
残

し
た
ま
ま
、
運
営
を
特

別
目
的
会
社
と
し
て
設

立
さ
れ
る
、
民
間
事
業

者
が
行
な
う
ス
キ
ー
ム

を
指
す
。

生涯学習センター 4 月開館へ
図書館も併設

研修室 3室、大研修室、青年の間、映像音楽室 2室、

調理実習室など　2時間までの利用料 100 円～ 500 円

ベイサイドアリーナ（スポーツ交流村）、平成の森
公募により指定管理者選定　セントラルスポーツ他で継続

可決

答 問 答 問
　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
完
成

予
定
は
。

　
　

平
成
32
年
度
中
を
目
指

し
た
い
と
県
よ
り
聞
い
て
い

る
。

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
中
央

団
地
に
近
い
が
、
サ
イ
レ
ン

の
影
響
は
。

　
　

宅
地
か
ら
50
ｍ
近
く
あ

り
、
高
低
差
も
あ
る
の
で
、

あ
る
程
度
音
は
緩
衝
さ
れ
る

と
考
え
る
。

警
察
署
庁
舎
建
設
へ

国
道
45
号
線
沿
い

５
千
４
百
㎡
、
消
防
署
隣

　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
開
館

時
間
は
。

　
　

公
民
館
部
分
は
午
前
９

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
。
図

書
館
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

７
時
ま
で
。
土
日
祝
は
午
後

５
時
ま
で
。
月
曜
休
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
入
谷

公
民
館
と
戸
倉
公
民
館
の
利

用
者
数
は
。

　
　

毎
月
入
谷
で
約
三
〜
五

百
人
、
戸
倉
で
約
二
〜
三
百

人
で
あ
る
。

コ
ア
ラ
館
は

　
　
適
応
指
導
教
室

﹁
は
ま
ゆ
り
教
室
﹂
に

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
友
好
関
係

は
。

　
　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
皆

様
と
は
お
付
き
合
い
を
続
け

た
い
。
コ
ア
ラ
館
の
看
板
は

残
し
、
写
真
展
示
を
し
て
い

き
た
い
。

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
ベ
イ
サ

イ
ド
ア
リ
ー
ナ
ジ
ム
利
用
者
数

は
何
人
ぐ
ら
い
か
。

　
　

増
え
て
き
て
い
る
。
現
在

は
年
間
千
六
百
か
ら
千
八
百
人

ぐ
ら
い
。

　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
シ
ン
が

故
障
し
て
い
な
い
か
。
町
民
の

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
意
欲
向
上
は
。

　
　

故
障
し
て
い
る
も
の
は
町

で
整
備
す
る
。
セ
ン
ト
ラ
ル
ス

ポ
ー
ツ
か
ら
の
提
供
も
あ
る
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
部
分
は

今
後
期
待
で
き
、
健
康
増
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
平
成
の

森
サ
ッ
カ
ー
場
の
状
況
は
。

　
　

平
成
32
年
夏
に
は
整
備
完

了
予
定
。

　
　

野
球
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
は
開
催
し
な
い
の
か
。

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
で

き
る
芝
生
が
復
活
し
、
イ
ー
グ

ル
ス
以
外
に
も
話
が
来
て
い
る
。

　
　

宿
泊
施
設
の
有
効
活
用
は
。

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
近
く
好
評

で
あ
る
。
今
後
宿
泊
者
も
増
え

る
と
思
う
。

港
橋
解
体
へ

八
幡
川
最
下
流

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
最
後

の
被
災
橋
、
震
災
遺
構
と
し

て
残
せ
な
い
か
。

　
　

残
す
に
は
県
に
対
し
て

河
川
計
画
を
立
て
て
洪
水
支

障
が
な
い
こ
と
を
証
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
無
理
だ
。
映

像
デ
ー
タ
で
残
す
。

　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
新
港

橋
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
で
１

５
０
万
円
の
賞
金
を
支
出
し

討
論

反 

対

 

倉
橋
誠
司
議
員

関
連
す
る
請
願
書
も
出
て

い
る
。
慎
重
に
審
査
を
。

 

菅
原
辰
雄
議
員
　
　

復
興
事
業
は
平
成
32
年
限

り
で
あ
り
、
一
日
も
早
く

前
に
進
む
べ
き
。

千
葉
伸
孝
議
員
　
　

震
災
の
こ
と
を
忘
れ
な
い

た
め
、
残
せ
る
方
法
を
模

索
す
べ
き
。

後
藤
伸
太
郎
議
員
　

苦
渋
の
決
断
で
あ
る
が
、

復
興
工
事
を
一
歩
で
も
前

に
進
め
る
べ
き
。

賛
成
11
人

反
対
４
人
で

賛 

成

反 

対

賛 

成

断
念
し
た
の
か
。

　
　

当
町
を
知
っ
て
頂
く
一

定
の
効
果
は
あ
っ
た
。
様
々

な
検
討
は
し
た
が
、
財
政
上

難
し
く
な
り
決
断
し
た
。
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答問 答

Q
＆

Ａ

一
般
質
問

問

問

答 答 問

答

問

問
　
　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
は
、

保
全
・
育
成
、
賢
明
な
利
用
、

交
流
・
学
習
の
３
つ
の
柱
が

示
さ
れ
て
い
る
。
今
後
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
の
か
。

　
　

磯
焼
け
対
策
事
業
を
各

大
学
や
漁
協
青
年
部
と
協
力

し
て
行
っ
て
い
る
他
、
海
産

物
等
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
化
、

体
験
ツ
ア
ー
の
開
発
、
ダ
イ

ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
を

し
た
い
。
子
供
た
ち
を
中
心

に
し
た
交
流
学
習
を
通
じ
、

新
た
な
気
づ
き
発
見
を
得
る

場
を
提
供
し
た
い
。
民
と
も

ここが聞きたい
　12月定例議会では、８人の議員が13項目について一般質問を行
い、各分野のさらなる復興について議論が展開されました。
（一般質問の本文は、質問者の原文のとおり掲載しています。）

一般
質問

今
後
の
取
り
組
み
は

ラムサール

町
長
　
町
の
魅
力
を
広
く
世
界
に
発
信
し
た
い

連
携
し
、
町
の
魅
力
を
広
く

世
界
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

　
　

宮
城
県
の
中
で
４
か
所

目
に
な
る
が
、
差
別
化
は
。

　
　

他
の
登
録
地
は
内
陸
だ

が
、
当
町
は
海
藻
藻
場
で
あ

り
、
日
本
で
初
め
て
で
あ
る
。

　
　

今
後
イ
ベ
ン
ト
は
あ
る

倉橋 誠司 議員

答

答

震
災
復
旧
復
興
へ

向
け
進
捗
状
況
は

町
長
　
平
成
32
年
度

末
に
向
け
完
成
予
定

道路整備
　
　

安
全
で
利
便
性
の
高
い

道
路
を
求
め
た
い
が
、
十
分

か
。
旅
行
者
が
迷
う
ケ
ー
ス

が
多
い
。
カ
ー
ナ
ビ
の
更
新

と
看
板
設
置
を
。

　
　

平
成
32
年
度
完
了
を
目

指
し
て
各
事
業
者
が
予
定
通

り
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
設

に
向
け
迂
回
路
設
置
で
時
間

を
要
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
三
陸
道
歌
津
北
イ
ン
タ

ー
も
今
年
度
末
に
完
成
予
定

だ
。
カ
ー
ナ
ビ
事
業
者
の
更

新
は
追
い
つ
い
て
い
な
い
が
、

看
板
設
置
は
そ
の
都
度
対
応
。

　
　

イ
ベ
ン
ト
時
や
事
故
の

際
の
迂
回
路
は
。

　
　

三
陸
道
開
通
に
よ
り
慢

性
的
な
渋
滞
は
少
な
く
な
っ

た
。
イ
ベ
ン
ト
時
に
生
じ
る

多
少
の
渋
滞
は
や
む
を
え
な

い
。
事
故
対
応
の
迂
回
路
整

備
は
現
実
的
で
な
い
。

問

答

Q
＆

Ａ

一
般
質
問

　
　

地
震
や
風
水
害
が
起
き

た
場
合
の
初
動
体
制
、
初
動

対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　

災
害
の
種
類
に
分
け
て

対
応
し
て
い
る
。
ゼ
ロ
号
配

備
は
総
務
課
等
、
震
度
５
弱

以
上
で
１
号
配
備
、
６
弱
を

超
え
る
と
全
員
体
制
と
な
る
。

　
　

自
主
防
災
組
織
の
立
ち

上
げ
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

志
津
川
が
12
、
戸
倉
が

６
、
入
谷
が
10
、
歌
津
が
９

団
体
の
37
団
体
で
あ
る
。
組

織
率
56.

１
％
。
残
り
29
団

体
。

　
　

自
主
防
災
組
織
の
今
後

の
長
期
的
展
望
と
具
体
策
は
。

　
　

共
助
の
部
分
を
担
っ
て

も
ら
う
の
が
望
ま
し
い
。
訓

練
等
を
積
み
重
ね
、
地
域
力

を
育
て
関
係
性
を
築
き
た
い
。

　
　

備
蓄
用
資
機
材
に
は
寿

命
が
あ
り
、
今
後
の
財
政
負

担
の
懸
念
が
あ
る
が
、
施
策

は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

５
年
を
経
過
し
た
組
織

須藤 清孝 議員

は
、
改
め
て
補
助
申
請
が
で

き
る
制
度
設
計
を
し
て
い
る
。

　
　

総
合
防
災
訓
練
で
の
自

主
防
災
組
織
の
反
省
点
や
今

後
の
課
題
は
。

　
　

反
省
的
な
も
の
は
、
取

り
ま
と
め
は
で
き
て
い
な
い
。

　
　

班
編
成
は
終
了
し
、
拠

点
整
備
に
は
少
し
時
間
が
か

か
る
。
消
防
団
の
今
後
は
。

　
　

団
員
数
は 

４
６
７
名
、

問
　
　

旧
歌
津
町
が
ベ
ザ
ー
ノ

町
と
結
ん
で
い
た
友
好
関
係

を
活
性
化
で
き
な
い
か
。

　
　

歌
津
魚
竜
と
ベ
ザ
ノ
サ

ウ
ル
ス
化
石
の
関
係
で
平
成

７
年
か
ら
中
学
生
交
流
事
業

で
友
好
を
深
め
、
平
成
11
年

に
国
際
友
好
都
市
提
携
が
結

ば
れ
た
。
新
町
に
引
き
継
が

問

答

答

イ
タ
リ
ア
・
ベ
ザ
ー
ノ
町
と
の
関
係
は

町
長
　
友
好
関
係
の
再
構
築
は
考
え
て
い
な
い

国際交流

れ
た
が
、
先
方
の
町
長
や
職

員
が
入
れ
替
わ
り
、
友
好
関

係
維
持
の
回
答
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
友
好
関
係
の
再
構

築
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

３
年
前
に
更
新
さ
れ
た

ベ
ザ
ー
ノ
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
歌
津
の
航
空
写
真
が

掲
載
さ
れ
、
当
町
と
の
姉
妹

現
状
の
課
題
と
今
後
の
体
制
づ
く
り
は

総合防災

町
長
　
公
助
に
は
限
界
が
あ
り
、
自
助
の
意
識
啓
発
に
取
り
組
む

の
か
。

　
　

２
月
９
日
か
ら
３
日
間

他
の
登
録
自
治
体
と
Ｋ
Ｏ
Ｄ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
ラ
ム
サ
ー
ル
を
開
催

す
る
。
11
月
に
は
町
内
の
小

学
生
が
参
加
し
秋
サ
ケ
を
テ

ー
マ
に
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
も
行

っ
た
。

都
市
関
係
を
紹
介
し
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
後
、
約
１
万

ユ
ー
ロ
を
寄
付
し
た
と
も
記

載
さ
れ
て
い
る
。
現
地
に
は

歌
津
公
園
も
あ
る
。
先
方
は

積
極
的
に
感
じ
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
で
は
。

　
　

通
訳
を
介
し
先
方
と
電

話
会
談
を
予
定
し
た
が
先
方

の
引
き
継
ぎ
が
で
き
て
い
な

い
様
子
で
実
現
で
き
な
か
っ

た
。
寄
付
金
は
入
金
さ
れ
て

い
る
。

　
　

ベ
ザ
ー
ノ
町
は
世
界
遺

産
登
録
さ
れ
た
。
当
町
も
歌

津
魚
竜
で
世
界
遺
産
登
録
で

き
る
と
考
え
る
が
。

　
　

申
請
す
る
考
え
は
な
い
。

充
足
率
93.

４
％
。
５
０
０

名
の
定
数
を
目
指
す
。

　
　

災
害
の
多
様
化
に
よ
り
、

役
回
り
に
も
変
化
が
見
ら
れ

る
が
、
今
後
の
あ
り
方
は
。

　
　

消
防
団
全
体
の
能
力
、

資
質
の
向
上
を
図
る
上
で
、

震
災
以
降
や
れ
て
い
な
い
操

法
訓
練
や
放
水
訓
練
の
再
開

が
望
ま
れ
る
。

　
　

消
防
署
の
新
庁
舎
が
で

き
る
が
、
近
隣
住
民
へ
の
配

慮
や
周
知
は
充
分
か
。

　
　

警
察
署
の
隣
接
も
含
め

安
心
安
全
の
拠
点
に
な
る
。

今
の
庁
舎
の
時
と
同
様
に
ご

理
解
頂
け
る
よ
う
努
め
る
。

　
　

水
利
施
設
の
老
朽
化
な

ど
、
消
火
活
動
に
影
響
を
及

ぼ
す
場
所
が
あ
る
が
、
充
分

な
対
応
は
取
れ
て
い
る
か
。

　
　

他
の
事
業
課
の
分
ま
で

は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
施

設
整
備
の
計
画
は
し
て
い
る
。

　
　

火
災
現
場
で
の
職
員
の

現
場
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
　

連
絡
を
つ
な
ぐ
役
割
や

調
整
す
る
役
割
に
位
置
付
く
。

実
践
的
に
判
断
や
行
動
が
で

き
る
よ
う
育
成
に
努
め
る
。

　
　

商
店
街
な
ど
、
賑
わ
い

の
あ
る
場
所
で
の
避
難
誘
導

体
制
は
整
え
て
い
る
の
か
。

　
　

法
令
に
従
い
年
２
回
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
。
観
光

客
向
け
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　

被
災
地
の
果
た
す
べ
き

責
務
と
し
て
、
避
難
誘
導
看

板
の
設
置
が
必
要
な
の
で
は
。

　
　

道
路
整
備
の
進
捗
に
合

わ
せ
、
人
の
集
ま
る
と
こ
ろ

か
ら
優
先
的
に
整
備
す
る
。

　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更

新
予
定
は
。

　
　

県
の
危
険
箇
所
調
査
が

続
い
て
い
る
。
危
険
箇
所
の

指
定
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。

　
　

要
援
護
者
へ
の
体
制
は

整
っ
て
い
る
か
。

　
　

要
援
護
者
台
帳
は
で
き

て
い
る
。
他
自
治
体
と
違
い
、

避
難
支
援
者
と
セ
ッ
ト
で
用

意
さ
れ
、
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　

原
発
事
故
が
起
き
た
場

合
の
想
定
と
対
策
は
。

　
　

風
向
き
に
よ
っ
て
も
状

況
が
変
わ
る
の
で
判
断
は
難

し
い
。
建
物
に
避
難
す
る
こ

と
が
、
被
害
軽
減
に
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
の
周
知
を
し

て
い
く
。

総合防災訓練　トリアージ訓練

１月５日　出初め式

ベ
ザ
ー
ノ
町
（
Ｈ
Ｐ
よ
り
）
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問
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答

Q
＆
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答問 問問

問問

答問

答

　
　

町
へ
の
経
済
効
果
は
。

　
　

交
流
・
学
習※

ワ
イ
ズ

ユ
ー
ス
の
視
点
か
ら
、
交
流

人
口
の
拡
大
や
生
産
物
の
付

加
価
値
化
等
が
あ
る
。

※

ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス…

﹁
賢
明
な
利
用
﹂
の
意

味
。
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

で
提
唱
さ
れ
た
考
え
方
。

湿
地
の
生
態
系
を
維
持

し
つ
つ
、
人
類
の
利
益

の
た
め
に
湿
地
を
持
続

的
に
利
用
す
る
こ
と
。

　
　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
で
の

交
流
人
口
拡
大
へ
の
対
策
、

活
動
の
考
え
方
は
。

　
　

一
番
の
プ
ラ
ス
は
小
中

高
生
の
人
材
育
成
に
つ
な
が

る
。

　
　

環
境
管
理
の
財
源
は
。

　
　

新
た
な
財
源
が
必
要
と

な
る
も
の
で
は
な
く
、
環
境

の
保
全
に
町
民
が
一
人
一
人

の
意
識
と
、
条
約
を
活
用
し

た
環
境
教
育
な
ど
町
民
の
機

運
醸
成
を
図
る
も
の
。

　
　

海
の
海
岸
線
の
保
全
や

環
境
維
持
な
ど
の
面
で
、
他

の
省
庁
へ
の
事
業
費
請
求
は
。

　
　

所
管
の
省
庁
へ
請
求
し

利
用
は
あ
る
が
、
現
時
点
で

新
た
な
財
源
を
求
め
る
も
の

は
な
い
。

　
　

ど
の
よ
う
に
志
津
川
湾

を
全
国
・
世
界
へ
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
の
か
。

　
　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

千葉 伸孝 議員

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
効
果
と
課
題
は

町
長
　
新
年
度
か
ら
本
格
化
へ

国際登録

問

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い

る
。

　
　

も
う
一
つ
の
世
界
に
誇

れ
る
歌
津
館
浜
の
﹁
歌
津
魚

竜
化
石
﹂
の
展
示
や
Ｐ
Ｒ
は
。

　
　

震
災
後
に
﹁
マ
ス
ト
ド

ン
ザ
ウ
ル
ス
﹂
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
遺
跡
が
歌
津
界
隈
や
細

浦
で
発
掘
さ
れ
、
ト
ー
タ
ル

で
保
全
や
展
示
を
進
め
る
。

　
　

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

︵
ラ
ム
サ
ー
ル
対
策
室
︶
と

漁
協
の
情
報
交
換
は
。

　
　

磯
焼
け
対
策
事
業
と
し

て
漁
協
青
年
部
や
各
大
学
と

協
働
し
て
事
業
を
行
な
っ
て

問 答答

答 問 一
般
情
報
誌
や
県
の
広
報
誌

な
ど
で
掲
載
し
発
信
す
る
。

　
　

歌
津
館
浜
で
の
第
２
弾

の
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ラ
ム
サ
ー

ル
の
内
容
は
。

　
　

30
人
程
度
の
子
供
た
ち

を
対
象
に
、
こ
の
地
区
の
宝

を
み
ず
か
ら
探
し
、
学
び
考

え
行
動
し
て
い
く
、
環
境
教

い
る
。

　
　

各
課
と
の
連
携
体
制
は
。

　
　

環
境
や
産
業
、
教
育
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
行
政
組
織

の
有
益
的
な
連
携
を
図
る
。

　
　

Ａ
Ｓ
Ｃ
・
Ｆ
Ｓ
Ｃ
の
国

際
認
証
取
得
で
の
町
の
支
援

は
。

　
　

民
間
団
体
の
取
得
で
あ

り
、
町
は
黒
衣
︵
く
ろ
こ
︶

の
立
場
。

　
　

漁
業
者
の
な
り
わ
い
に

影
響
は
。

　
　

湿
地
登
録
の
区
域
選
定

は
自
然
公
園
法
で
あ
り
、
養

殖
業
・
漁
船
漁
業
・
磯
根
漁

業
等
の
漁
業
行
為
に
は
支
障

は
な
い
。

　
　

水
産
業
の
廃
棄
物
に
規

制
は
な
い
の
か
。

　
　

ワ
カ
メ
の
不
良
な
部
分

は
ウ
ニ
の
餌
と
し
て
指
定
場

所
へ
散
布
し
て
い
る
。

　
　

磯
焼
け
対
策
は
。

　
　

国
際
基
準
の
保
護
管
理

計
画
を
策
定
す
る
。
各
大
学

や
漁
協
青
年
部
と
の
協
働
に

よ
り
、
磯
焼
け
対
策
を
継
続

し
て
い
く
。

　
　

基
幹
産
業
と
し
て
の
漁

業
に
対
す
る
町
長
の
考
え
は
。

　
　

将
来
に
わ
た
り
、
持
続

可
能
な
海
づ
く
り
、
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　

コ
ク
ガ
ン
へ
の
復
興
事

業
の
影
響
は
。

　
　

把
握
し
て
い
な
い
。

　
　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登

録
さ
れ
た
志
津
川
湾
の
面
積

は
、
５,

７
９
３
ha
で
あ
る

が
、
今
後
は
。

　
　

コ
ク
ガ
ン
の
生
息
域
が

折
立
海
岸
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
を
含
め
た
数
カ
所
に
お

い
て
、
登
録
面
積
の
拡
大
が

課
題
で
あ
る
。

答

問問

答

答

答

答

問

問 問

問

答

　
　

歌
津
地
区
へ
、
静
か
に

手
を
合
わ
せ
ら
れ
る
場
を
。

戸
倉
地
区
へ
も
、
風
化
を
防

ぎ
、
い
つ
で
も
追
悼
で
き
る

場
の
整
備
に
つ
い
て
、
現
在

ま
で
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
　

歌
津
地
区
は
整
備
す
る

場
所
、
管
理
等
の
役
割
分
担

な
ど
も
、
地
域
の
方
た
ち
と

こ
れ
か
ら
相
談
し
て
進
め
て

い
く
。
戸
倉
地
区
で
は
、
戸

倉
公
民
館
の
利
活
用
の
説
明

会
で
、
計
画
を
伝
え
て
お
り
、

地
区
の
総
意
を
も
っ
て
整
備

予
定
地
が
決
定
さ
れ
た
。

　
　

両
地
区
の
具
体
の
整
備

予
定
の
場
所
は
。

　
　

歌
津
地
区
に
お
い
て
は

ハ
マ
ー
レ
の
南
側
、
戸
倉
地

区
に
お
い
て
は
、
公
民
館
敷

地
内
の
南
側
を
予
定
し
て
い

る
。

　
　

い
つ
ご
ろ
完
成
予
定
か
。

　
　

歌
津
地
区
は
平
成
33
年

く
ら
い
で
、
戸
倉
地
区
は
来

年
度
も
し
く
は
32
年
度
で
。

　
　

静
か
に
手
を
合
わ
せ
る

草
刈
り
機
へ
助
成
、
混
合
ガ
ソ
リ
ン
、
替
え
刃
の
支
給
を

町
長
　

補
助
制
度
の
創
設
、
消
耗
品
の
支
給
の
予
定
は
な
い

ネゴダマ

今野 雄紀 議員

場
所
と
し
て
、
歌
津
地
区
で

は
田
束
山
、
戸
倉
地
区
に
お

い
て
は
、
旧
戸
倉
小
あ
た
り

が
最
適
で
は
な
い
か
。

　
　

伊
里
前
地
区
の
お
ば
あ

さ
ん
お
じ
い
さ
ん
は
、
ほ
と

ん
ど
の
方
が
反
対
だ
と
思
う
。

戸
倉
で
は
、
１
月
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
に
打
診

し
、
５
月
10
日
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
部
会
で
決
定
し
た
。

　
　

雑
草
の
な
い
美
し
い
景

観
を
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
で

進
め
る
為
の
方
策
と
し
て
、

次
の
３
点
を
伺
う
。

　

再
建
さ
れ
た
方
た
ち
は
、

立
派
な
お
家
で
楽
し
く
快
適

に
暮
ら
し
て
い
る
中
、
自
分

の
家
が
い
く
ら
立
派
で
も
、

そ
の
付
近
の
生
活
環
境
は
な

か
な
か
整
備
さ
れ
る
手
法
は

な
い
。
外
来
種
の
雑
草
を
含

め
背
丈
以
上
の
草
が
ど
ん
ど

ん
生
い
茂
っ
て
い
る
。
段
階

的
に
、
草
刈
り
機
の
購
入
補

助
、
混
合
ガ
ソ
リ
ン
券
、
替

え
刃
な
ど
の
支
給
、
将
来
的

に
﹁
リ
ュ
ウ
ノ
ヒ
ゲ
﹂
こ
の

辺
で
い
う
﹁
ネ
ゴ
ダ
マ
﹂
な

ど
を
植
え
て
雑
草
を
抑
え
る

こ
と
に
よ
り
、
美
し
い
景
観
、

環
境
で
の
心
が
豊
か
に
な
る

よ
う
な
生
活
環
境
の
整
備
を

推
進
で
き
な
い
か
。

　
　

普
段
、
自
分
の
家
の
た

め
に
持
っ
て
い
る
も
の
を
年

１
回
か
２
回
の
公
共
活
動
に

使
わ
せ
る
為
に
、
町
の
公
費

で
は
買
え
な
い
の
で
、
補
助

制
度
を
創
設
す
る
予
定
は
な

い
。
同
様
に
、
作
業
に
伴
う

燃
料
及
び
必
要
な
消
耗
品
を

町
か
ら
支
給
す
る
予
定
も
な

い
。
リ
ュ
ウ
ノ
ヒ
ゲ
の
植
樹

に
つ
い
て
は
、
本
町
の
緑
地

整
備
は
す
で
に
終
わ
っ
て
お

り
、
今
後
新
た
に
整
備
す
る

Q
＆

Ａ

一
般
質
問

　
　

教
育
は
５
年
・
10
年
先

を
見
越
し
、
政
治
は
20
年

先
・
50
年
先
を
考
え
、
２
０

０
０
億
円
以
上
か
け
て
復
旧

復
興
し
た
町
で
も
、
道
州
制

含
め
再
合
併
な
り
吸
収
な
り

の
可
能
性
を
含
め
、
空
中
分

解
の
よ
う
に
、
戸
倉
、
入
谷
、

志
津
川
、
歌
津
地
区
が
そ
れ

ぞ
れ
近
隣
の
自
治
体
へ
の
再

編
が
危
惧
さ
れ
る
。
両
地
区

の
追
悼
の
場
を
公
園
形
式
の

敷
地
内
に
設
置
し
、
現
在
計

画
さ
れ
て
い
る
あ
ま
り
に
も

安
上
が
り
な
整
備
手
法
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　

町
の
存
続
、
合
併
な
ど

の
将
来
的
な
不
確
定
要
素
に

つ
い
て
は
、
私
は
答
え
る
つ

も
り
は
全
く
な
い
。　

歌
津
・
戸
倉
地
区
に
も
慰
霊
の
場
を

町
長
　
両
地
区
へ
同
規
模
で
整
備

追悼鎮魂

予
定
は
な
い
。
３
つ
と
も
意

に
沿
え
ず
、
大
変
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

歌津尾崎神社から志津川湾を望む

志
津
川
湾
の
ア
マ
モ
の
群
生

活用予定のない土地に慰霊の公園を

以
前
は
背
丈
ほ
ど
の
ス
ス
キ
、

雑
草
が
、
ネ
ゴ
ダ
マ
を
温
存

し
た
草
刈
り
で
管
理
が
楽
に



答 問答問 問

答

答 答

答

問

問

Q
＆

Ａ

一
般
質
問

問

Q
＆

Ａ

一
般
質
問
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答
　
　

町
の
ご
み
処
理
施
設
の

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
し
尿

処
理
施
設
の
衛
生
セ
ン
タ
ー

は
老
朽
化
対
策
が
必
要
で
は
。

　
　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は

昭
和
58
年
、
衛
生
セ
ン
タ
ー

は
63
年
に
整
備
。
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
は
平
成
14
年
に
焼

却
炉
を
閉
鎖
し
、
現
在
一
部

を
ご
み
中
継
施
設
と
し
て
利

用
し
て
お
り
、
整
備
後
35
年

で
維
持
管
理
に
問
題
が
あ
る
。

仮
称
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

の
基
本
構
想
策
定
を
進
め
施

設
整
備
、
解
体
等
を
含
め
検

討
し
て
い
る
。
衛
生
セ
ン
タ

ご
み
排
出
量
の
抑
制
を

環境問題

町
長
　
全
員
参
加
の
体
制
・
対
応
を
検
討

ー
は
浄
化
槽
汚
泥
の
搬
入
が

増
加
。
整
備
後
30
年
で
継
続

的
な
一
定
の
修
繕
が
必
要
で

あ
り
年
４
千
万
円
の
５
年
計

画
で
延
命
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

建
設
に
あ
た
り
、
利
用
者
へ

の
利
便
性
、
作
業
員
へ
の
休

憩
室
や
シ
ャ
ワ
ー
室
整
備
な

ど
も
考
え
て
は
。

　
　

事
務
所
も
老
朽
化
し
て

お
り
、
改
修
等
を
含
め
検
討

す
る
。
福
利
厚
生
面
か
ら
も

必
要
な
部
分
は
設
置
し
た
い
。

　
　

衛
生
セ
ン
タ
ー
の
修
繕

費
５
年
で
２
億
円
の
内
訳
は
。

　
　

設
備
の
消
耗
品
の
更
新

時
期
で
の
更
新
や
、
し
尿
の

受
入
槽
や
攪
拌
槽
は
腐
食
が

激
し
い
の
で
塗
装
を
行
う
。

　
　

ご
み
の
焼
却
、
最
終
処

分
を
他
に
依
存
し
て
お
り
、

ご
み
排
出
量
の
抑
制
が
重
要

菅原 辰雄 議員

あさひ幼稚園のみなさん

　リユースコーナーとくつろぎスペース

だ
が
具
体
の
考
え
は
。

　
　

人
口
は
減
少
だ
が
、
ご

み
の
量
は
増
加
し
て
い
る
。

28
年
・
29
年
比
較
で
プ
ラ
ス

57
ｔ
。
費
用
で
４
９
０
０
万

円
増
加
。
資
源
物
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
に
分
別
収
集
を
進
め

た
が
効
果
は
な
く
抑
止
策
に

ご
み
の
有
料
化
も
検
討
し
て

い
る
。

問
　
　

民
間
主
体
で
ご
み
の
分

別
資
源
化
実
証
の
﹁
め
ぐ
る

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂
を
２
か
月

間
設
置
。
会
員
登
録
も
予
定

の
１
０
０
名
か
ら
４
０
０
名

に
な
る
な
ど
ご
み
の
資
源

化
・
減
量
化
へ
の
意
識
が
高

く
、
全
会
員
が
﹁
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
﹂
の
継
続
を
望
ん
で
い

る
が
。

　
　

継
続
を
求
め
る
声
は
承

知
だ
。
規
模
拡
大
に
よ
る
、

場
所
・
財
政
・
資
源
化
し
た

ご
み
の
受
け
入
れ
先
確
保
や

４
０
０
名
で
成
功
だ
が
、
全

町
民
１
万
２
０
０
０
人
で
の

事
業
で
あ
り
、
問
題
、
課
題

処
理
を
待
つ
旧
水
界
ト
ン
ネ
ル

産直にならぶ加工食品

解
決
に
努
め
全
員
参
加
の
た

め
の
体
制
、
対
応
を
検
討
し

て
い
く
。

　
　

不
法
投
棄
の
現
状
把
握

と
対
応
策
は
。

　
　

山
林
の
荒
廃
、
耕
作
放

棄
地
の
拡
大
は
不
法
投
棄
の

温
床
に
な
り
水
質
汚
染
や
悪

臭
な
ど
が
危
惧
さ
れ
る
。
気

仙
沼
保
健
所
な
ど
と
連
携
し

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
で
の
早
期

発
見
、
未
然
防
止
に
努
め
る
。

　
　

家
畜
排
泄
物
の
処
理
の

現
状
と
対
応
は
。

　
　

家
畜
排
泄
物
処
理
法
の

制
定
で
適
正
処
理
が
進
み
、

野
積
、
素
掘
り
は
減
少
し
た
。

法
の
適
用
外
小
規
模
畜
産
農

家
の
所
有
農
地
、
草
地
に
還

元
と
し
て
の
野
積
や
素
掘
り

へ
の
不
安
の
声
も
あ
る
。
水

質
汚
濁
や
富
栄
養
化
の
原
因

物
質
が
河
川
や
地
下
水
へ
流

出
、
浸
透
し
な
い
よ
う
適
切

な
管
理
が
望
ま
し
く
、
早
期

の
農
地
還
元
や
耕
畜
連
携
の

推
進
で
生
活
環
境
保
全
に
努

め
て
い
く
。　

答 答

問

問 問

答

答

問問

答 問

答答

問問

答 答

答

許
可
を
事
業
者
側
に
し
た
と

い
う
状
況
。

　
　

少
な
く
と
も
地
域
住
民

に
周
知
し
な
が
ら
進
め
て
い

け
ば
、
地
区
民
も
心
配
し
な

い
で
済
ん
だ
と
思
う
が
。

　
　

町
と
し
て
は
、
空
間
線

量
は
公
表
し
な
か
っ
た
が
、

登
米
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
は
さ
れ
て
い
た
。

　
　

こ
の
問
題
は
早
い
対
策

が
望
ま
れ
る
。
こ
れ
は
い
つ

ま
で
の
搬
出
か
連
絡
は
あ
る

の
か
。

　
　

登
米
市
が
測
定
し
て
い

る
空
間
線
量
の
測
定
値
は
、

問 全
く
心
配
の
な
い
線
量
。
保

管
稲
わ
ら
は
８,

０
０
０
ベ

ク
レ
ル
以
上
と
い
う
こ
と
で
、

ま
だ
国
の
方
針
が
決
ま
っ
て

い
な
い
。
も
う
し
ば
ら
く
あ

の
場
所
に
保
管
さ
れ
る
。

　
　

保
管
し
て
い
る
農
家
に

保
管
料
な
ど
、
補
助
的
な
施

策
は
な
い
の
か
。

　
　

県
内
ど
の
市
町
村
も
保

管
に
関
し
て
の
賠
償
金
は
取

っ
て
い
な
い
。

　
　

牧
草
ロ
ー
ル
の
処
理
方

法
を
い
ち
早
く
考
え
て
は
。

　
　

ロ
ー
ル
破
損
が
大
き
い

部
分
の
対
策
は
考
え
て
い
る
。

も
う
し
ば
ら
く
時
間
を
い
た

だ
き
た
い
。

問

　
　

農
業
従
事
者
の
多
く
は

高
齢
で
、
後
継
者
問
題
を
抱

え
日
々
頑
張
っ
て
い
る
。
一

次
産
業
に
付
加
価
値
を
つ
け
、

収
益
増
を
目
指
し
て
い
る
産

業
従
事
者
へ
の
町
の
取
り
組

み
と
支
援
策
は
。

　
　

六
次
産
業
化
に
取
り
組

む
意
欲
あ
る
農
林
漁
業
者
に

対
し
て
、
各
種
制
度
を
活
用

し
税
制
面
の
支
援
、
ま
た
は

多
彩
な
研
修
機
会
の
情
報
を

こ
れ
か
ら
も
提
供
し
て
い
く
。

　
　

一
次
産
業
を
復
活
さ
せ

る
た
め
に
は
、
六
次
産
業
も

重
要
だ
と
考
え
る
が
。

六
次
化
に
向
け
た
町
の
取
り
組
み
と
支
援
策
は

町
長
　
各
種
事
業
を
導
入
し
て
産
業
振
興
図
っ
て
き
た

六次産業化

佐藤 雄一 議員
　
　

環
境
的
に
は
厳
し
い
と

思
う
。
中
山
間
地
域
で
は
耕

作
農
地
の
狭
隘
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
打
破
す
る
に
は
現

状
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

今
後
出
来
る
道
の
駅
の

建
物
に
は
物
販
コ
ー
ナ
ー
は

あ
る
の
か
。

　
　

さ
ん
さ
ん
商
店
街
一
帯

を
道
の
駅
と
し
て
整
備
し
て

い
る
。
こ
の
建
物
の
中
に
は

設
定
は
し
て
い
な
い
。

　
　

農
家
の
方
々
に
寄
り
添

っ
た
形
で
行
政
が
携
わ
っ
て

力
づ
け
る
よ
う
な
農
業
施
策

が
あ
れ
ば
と
思
う
が
。

　
　

基
本
的
に
零
細
農
家
の

皆
さ
ん
の
苦
労
は
理
解
し
て

い
る
。
そ
う
い
っ
た
方
々
の

　
　

現
在
も
保
管
さ
れ
て
い

る
汚
染
稲
わ
ら
の
管
理
状
況

と
現
状
を
把
握
し
、
早
急
に

改
善
策
を
講
ず
る
べ
き
で
は
。

　
　

指
定
廃
棄
物
と
し
て
環

境
省
か
ら
保
管
委
託
を
受
け

た
登
米
市
が
管
理
し
て
い
る
。

定
期
的
な
巡
回
点
検
は
登
米

市
と
環
境
省
と
で
行
っ
て
い

る
。

　
　

当
時
ど
の
よ
う
に
決
定

さ
れ
、
搬
入
さ
れ
た
の
か
。

　
　

県
の
事
業
と
し
て
行
っ

て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
町
が

口
を
挟
む
事
は
な
か
っ
た
。

当
時
町
と
し
て
町
道
の
占
用

隣
市
の
汚
染
稲
わ
ら
の
受
け
入
れ
状
況
は

町
長
　
今
後
も
保
管
状
況
、
経
過
等
の

　
　
　

把
握
を
し
て
い
く

指定廃棄物
販
路
を
見
つ
け
、
販
売
す
る

場
所
に
つ
い
て
の
認
識
は
十

二
分
に
持
っ
て
い
る
。
正
直

難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

農
林
水
産
含
め
て
検
討
し
て

い
る
。

　
　

町
長
の
農
業
に
対
す
る

取
り
組
み
は
。

　
　

農
業
な
ら
ず
、
基
本
的

に
そ
う
い
っ
た
、
本
当
に
身

近
で
困
っ
て
い
る
部
分
が
あ

れ
ば
、
遠
慮
な
く
町
の
ほ
う

に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答 問



問 問 答答答問 答

問

問答問答

問答

答問答答

答

問

問答

答

答

答 問 答

問 問

問

答

南三陸町議会だより 第52 号 ●12

Q
＆

Ａ

一
般
質
問

南三陸町議会だより 第52 号●13

　
　

ご
み
袋
の
有
料
化
︵
値

上
げ
︶
に
関
す
る
説
明
会
の

内
容
は
。

　
　

町
内
52
カ
所
で
開
催
し
、

１
０
０
０
人
以
上
の
参
加
が

あ
っ
た
。
値
上
げ
分
は
町
の

収
入
と
な
り
、
環
境
に
関
す

る
事
業
に
充
て
る
。

　
　

値
上
げ
す
る
こ
と
で
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
の
か
。

　
　

ご
み
の
排
出
抑
制
・
再

生
利
用
の
推
進
、
排
出
量
に

応
じ
た
負
担
の
公
平
化
、
住

民
の
意
識
改
革
な
ど
が
図
ら

れ
る
。

　
　

生
ご
み
の
分
別
を
開
始

し
た
と
き
に
も
、
可
燃
ご
み

の
総
量
が
減
り
コ
ス
ト
が
削

減
で
き
る
と
聞
か
さ
れ
て
い

た
が
、
塵
芥
処
理
費
は
増
え

続
け
て
い
る
。
本
当
に
ご
み

の
総
量
は
減
る
の
か
。

　
　

平
成
19
年
度
の
調
査
で

は
ご
み
袋
の
値
上
げ
に
よ
り
、

54
件
中
47
件
の
自
治
体
で
住

民
１
人
あ
た
り
の
収
集
量
が

減
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ

る
。
排
出
量
の
抑
制
と
同
時

に
、
再
資
源
化
も
考
え
る
こ

と
が
重
要
。

　
　

再
資
源
化
も
重
要
と
い

う
こ
と
だ
が
、
先
日
、
実
証

試
験
が
お
こ
な
わ
れ
た
﹁
め

ぐ
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂
に
集

ま
っ
た
ご
み
は
再
資
源
化
さ

れ
た
の
か
。

　
　

民
間
事
業
者
に
よ
る
実

証
試
験
で
あ
っ
た
が
、
可
燃

物
と
し
て
処
理
し
た
。

分別の苦労が報われる仕組みを

後藤 伸太郎 議員

　
　

ご
み
袋
の
値
上
げ
に
よ

る
収
益
は
。

　
　

約
６
０
０
万
円
と
試
算

し
て
い
る
。

　
　

そ
れ
は
何
に
使
わ
れ
る

の
か
。

　
　

ま
だ
決
定
し
て
い
な
い

が
、
袋
の
作
成
費
や
販
売
の

た
め
の
委
託
費
用
な
ど
を
差

し
引
い
た
分
を
、
環
境
施
策

な
ど
に
充
て
る
予
定
。

　
　

町
民
に
負
担
を
強
い
て

Q
＆

Ａ

一
般
質
問

答問 問問

問

問 答 問

答

住
宅
管
理
に
多
額
経
費
か
か
り
す
ぎ

町
長
　
見
直
す
考
え
は
な
い

町営住宅

　
　

当
町
の
人
口
減
少
に
対

す
る
具
体
策
は
。

　
　

総
合
戦
略
の
中
で
24
事

業
実
施
し
、
目
標
に
向
け
た

改
善
事
項
を
検
討
中
。

　
　

今
海
外
か
ら
技
能
実
習

生
と
し
て
、
各
加
工
場
に
就

労
し
て
い
る
が
現
状
は
。

　
　

１
２
０
人
来
て
い
る
が
、

１
年
〜
３
年
、
多
く
て
５
年

の
滞
在
で
あ
る
。
国
で
は
特

別
な
資
格
を
設
け
、
期
間
延

長
に
向
け
議
論
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
人
達
を
結
婚
に
結

び
付
け
て
、
移
住
対
策
を
考

え
て
は
。

　
　

実
習
生
に
つ
い
て
、
町

は
直
接
関
係
な
い
が
、
２
月

に
一
般
向
け
で
婚
活
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
予
定
。

　
　

﹁
町
で
は
関
係
な
く
﹂

で
は
な
く
、
各
加
工
場
に
出

向
い
て
、
交
流
会
や
婚
活
等

に
参
加
し
て
も
ら
う
手
立
て

を
考
え
て
は
。

　
　

町
で
開
催
す
る
の
で
は

な
く
、
企
業
の
方
々
か
ら
意

　
　

町
営
住
宅
使
用
料
を
住

宅
公
社
に
委
託
し
て
い
る
が
、

６
千
万
円
も
掛
か
る
の
で
見

直
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

８
１
９
戸
の
家
賃
徴
収

事
務
や
施
設
の
維
持
管
理
を

委
託
し
て
い
る
。
入
居
者
の

７
割
が
口
座
振
込
で
あ
る
。

人
件
費
が
職
員
３
名
分
と
し

て
２,

３
８
０
万
円
、
あ
と

は
維
持
管
理
費
で
あ
る
。　

　
　

７
百
万
円
の
滞
納
整
理

に
６
千
万
円
は
掛
か
り
す
ぎ

で
あ
る
。
元
気
高
齢
者
を
雇

用
す
れ
ば
年
額
１
０
０
万
円

支
払
う
と
20
人
も
雇
え
る
。

徴
収
と
維
持
管
理
し
て
も
ら

え
ば
、
顔
が
見
え
て
安
否
確

認
に
も
な
る
。
毎
日
で
な
く

月
に
半
分
出
て
も
良
い
と
思

及川 幸子 議員

ご
み
袋
の
値
上
げ
、
再
考
せ
よ

町
長
　
10
月
１
日
か
ら
値
上
げ
を
と
考
え
て
い
る

負担増反対

て
い
る
。

　
　

現
金
で
は
な
く
ク
ー
ポ

ン
で
の
子
育
て
支
援
で
あ
る
。

ど
こ
で
も
使
え
る
ク
ー
ポ
ン

券
で
な
い
と
意
味
が
な
い
。

二
人
以
上
の
方
に
50
万
、
60

万
円
出
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

こ
の
少
子
化
問
題
は
国

の
存
続
に
関
わ
る
。
国
が
本

格
的
に
取
り
組
ま
な
い
と
絶

対
解
決
し
な
い
。

　
　

元
気
高
齢
者
の
人
材
活

用
が
急
務
で
は
。

　
　

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

前
期
高
齢
者
に
は
、
地
域
の

役
員
な
ど
を
担
っ
て
も
ら
い
、

生
涯
現
役
を
目
指
し
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
は
体
力
が
弱
る

た
め
セ
ル
フ
ケ
ア
が
重
要
と

考
え
、
町
内
14
団
体
で
﹁
百

歳
体
操
﹂
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

こ
れ
か
ら
ワ
カ
メ
作
業

が
始
ま
る
が
、
人
手
不
足
が

危
惧
さ
れ
る
。
元
気
高
齢
者

が
仕
事
を
す
る
た
め
の
簡
単

な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

は
。

　
　

雇
用
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
が
大
事
で
あ
り
、
自
主
的

に
し
た
ほ
う
が
良
い
。

お
き
な
が
ら
、
な
ぜ
新
た
に

費
用
が
か
か
る
や
り
方
を
す

る
の
か
。

　
　

焼
却
を
委
託
し
て
い
る

気
仙
沼
市
の
施
設
が
老
朽
化

し
て
お
り
、
当
町
に
も
応
分

の
負
担
が
発
生
す
る
か
も
し

れ
な
い
状
況
な
ど
を
考
え
、

値
上
げ
を
検
討
し
て
き
た
。

　
　

ご
み
袋
の
値
上
げ
が
町

に
好
影
響
を
与
え
る
と
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
が
希
薄
で
あ
る
。

再
考
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

丁
寧
に
説
明
を
し
た
と

い
う
認
識
で
い
る
。
こ
の
考

え
方
で
進
め
た
い
。

　
　

事
業
ご
み
の
処
理
費
用

削
減
の
た
め
に
ど
ん
な
こ
と

を
お
こ
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

生
ご
み
の
分
別
収
集
に

協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

企
業
訪
問
を
し
て
い
る
。

　
　

交
流
人
口
の
増
加
は
ご

み
の
増
加
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。
事
業
ご
み
の
処
理
費

用
を
ま
ず
見
直
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
最
低
で
も
同
時
に

検
討
を
始
め
る
べ
き
で
は
。

　
　

事
業
者
へ
の
説
明
会
や

環
境
審
議
会
へ
の
諮
問
は
ま

問答 見
を
聞
き
な
が
ら
と
思
う
。

　
　

嫁
不
足
が
深
刻
で
あ
る

こ
の
街
を
好
き
に
な
っ
て
も

ら
い
、
結
婚
に
つ
な
が
れ
ば

有
難
い
の
で
努
力
し
て
ほ
し

い
。

　

次
に
﹁
出
産
祝
い
金
﹂
に

ふ
る
さ
と
納
税
を
充
当
し
、

多
額
の
祝
い
金
を
考
え
て
は
。

　
　

こ
れ
に
つ
い
て
は
﹁
子

育
て
ク
ー
ポ
ン
﹂
を
付
与
し

だ
お
こ
な
っ
て
い
な
い
が
、

家
庭
ご
み
と
同
じ
く
、
10
月

１
日
か
ら
の
値
上
げ
を
考
え

て
い
る
。

　
　

家
庭
へ
の
負
担
を
強
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
事
業
系
ご

み
も
同
じ
に
す
べ
き
だ
。
そ

も
そ
も
な
ぜ
値
上
げ
の
日
付

ま
で
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

も
う
一
度
き
く
。
値
上
げ
は

考
え
直
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

議
員
の
思
い
は
思
い
と

し
て
受
け
止
め
る
が
、
町
と

し
て
様
々
な
要
因
を
考
慮
し

た
う
え
で
の
考
え
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
丁
寧
に
説
明
し
、

理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力

す
る
。

南
三
陸
を
元
気
あ
ふ
れ
る
町
に
せ
よ

町
長
　
安
倍
総
理
も
少
子
化
に
本
腰
を
入
れ
る
べ
き

未来の街

う
。

　
　

事
務
処
理
の
不
祥
事
に

伴
い
公
社
と
の
委
託
関
係
を

ど
う
す
る
か
、
９
月
の
報
告

書
に
町
の
考
え
を
記
載
し
て

い
る
。

　
　

生
涯
現
役
で
﹁
自
分
の

事
は
自
分
で
﹂
そ
ん
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
が
大
事
で
は
な
い
か
。 　

　

無
料
職
業
紹
介
所
が
あ

る
の
で
、
そ
こ
を
利
用
し
て

ほ
し
い
。

問

答

この町をしょって立つ子どもたち

公社に委託されている公営住宅
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大盤平の航空写真

議
案
一
覧 

〜 

12
月
定
例
議
会

１２月定例議会提出　議案一覧　３５件
条例５件、工事関係１０件、財産の売払い１件、町道の変更・認定２件、公有水面の埋立て１件、

指定管理者の指定２件、損害賠償の額の決定２件、推薦２件、補正予算５件、発議５件

答答 問 問

答 問問 答答 問

東日本大震災対策特別委員会

大盤平での汚染牧草処理、中止に

　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
関
係

機
関
と
相
談
し
て
、
早
め
に

方
向
性
を
示
す
べ
き
で
は
。

　
　

県
内
各
圏
域
で
、
す
き

込
み
、
試
験
焼
却
な
ど
の
処

理
が
始
ま
っ
て
い
る
。
農
家

の
方
の
意
見
も
踏
ま
え
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

他
市
町
へ
の
影
響
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

（
村
岡
賢
一
委
員
）
中
止

と
い
う
賢
明
な
判
断
を
し
た

こ
と
は
評
価
し
た
い
。
牧
草

の
保
管
に
関
し
て
、
東
電
か

ら
保
管
料
を
と
れ
な
い
の
か
。

　
　

現
在
、
保
管
料
は
支
出

し
て
お
ら
ず
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
請
求
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

処
理
す
る
際
に
作
業
料
等
と

い
う
か
た
ち
で
支
払
う
こ
と

は
必
要
だ
と
思
う
。

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
保
管

料
は
女
川
町
で
も
支
払
っ
て

い
な
い
か
。

　
　

県
内
で
は
保
管
料
を
支

出
し
て
い
る
事
例
は
な
い
と

聞
い
て
い
る
。

　
　

住
民
合
意
を
得
ら
れ
る

よ
う
な
場
所
が
ほ
か
に
あ
る

か
疑
問
だ
。
ど
う
対
処
す
る

の
か
。

　
　

４
０
０
ベ
ク
レ
ル
は
健

康
に
影
響
の
な
い
数
値
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
イ
メ
ー
ジ

の
問
題
が
大
き
い
。
近
隣
市

町
村
の
動
向
も
注
視
し
な
が

ら
、
確
実
に
処
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
保

管
継
続
や
む
な
し
な
の
で
あ

れ
ば
、
ビ
ニ
ー
ル
を
交
換
す

る
な
ど
、
保
管
の
状
況
を
改

善
す
る
べ
き
で
は
。

　
　

財
源
の
措
置
も
含
め
て
、

保
管
状
況
を
整
え
ら
れ
る
よ

う
国
・
県
と
協
議
す
る
。

議案第 138 号　国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定。

議案第 139 号　災害危険区域設定条例の一部を改正する条例制定。

議案第 140 号　公民館条例の一部を改正する条例制定。→P.４

議案第 141 号　図書館設置及び管理条例の一部を改正する条例制定。→P.４

議案第 142 号　オーストラリア友好学習館設置及び管理条例を廃止する条例制定。→P.４

議案第 143 号   志中大橋（撤去）橋梁災害復旧工事を阿部藤・サトー特定建設工事共同企業体と 2 億 1,600 万円で契

　　　　　　　 約締結。工期平成 31 年 9 月まで。

議案第 144 号　港橋（撤去）橋梁災害復旧工事を（株）田名部組と 2 億 2,140 万円で契約締結。工期平成 31 年 10 月まで。→P.４

議案第145 号　港漁港海岸防潮堤災害復旧等工事を（株）阿部伊組と2億4,084万円で契約締結。工期平成32年2月まで。

議案第 146 号   生涯学習センター建設工事を山庄建設（株）と 950万円増額し、11 億 2,190 万円で変更契約締結。　

　　　　　　 　工期平成 31 年 2 月まで。

議案第 147 号　歌津中学校大規模改修工事を山庄建設（株）と 899 万円増額し、1 億 7,099 万円で変更契約締結。　

　　　　　　 　工期平成 31 年 1 月まで。

議案第 148 号　中橋地区築堤護岸工事を升川建設（株）と 1 億 3,305 万円増額し、8 億 2,425 万円で変更契約締結。

　　　　　　　 工期平成 32 年 3 月まで。

議案第 149 号　竹下橋橋梁災害復旧工事を田名部・沼正特定建設工事共同企業体と 893 万円増額し、2 億 4,946 万円

　　　　　　　 で変更契約締結。工期平成 31 年 1 月まで。

議案第 150 号　志津川中央地区津波復興拠点整備事業他業務委託をＵＲ都市再生機構と 18 億 4,937 万円増額し、80

　　　　　　　 億 8,928 万円で業務委託変更契約締結。期間平成 32 年 3 月まで。

議案第 151 号　志津川復興拠点連絡道路等整備事業他業務委託をＵＲ都市再生機構と 8 億 7,966 万円増額し、47 億

　　　　　　　 8,466 万円で業務委託変更契約締結。期間平成 32 年 3 月まで。

議案第 152 号　二級河川八幡川水系八幡川河川整備事業に係る業務をＵＲ都市再生機構と 1 億 2,078 万円減額し、3

　　　　　　　 億 3,780 万円で業務委託変更契約締結。期間平成 31 年 3 月まで。

議案第 153 号　財産の売払いについて。志津川字新井田の宅地。5,429.24 ㎡を 1 億 3,529 万円で、宮城県に。→P.４
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●
汚
染
牧
草
・
ほ
だ
木

の
総
量

　福島第一原発事故により放射性物質に汚染された町内の牧草・ほだ木の処理をめぐり、

当初、戸倉地区大盤平の土壌にすき込み処理をする予定でしたが、前号でお伝えしたとお

り再検討されることになりました。

　議会の中からも異論が出ていましたが、地元住民の反対の声が強くなったことなどから、

中止することになりました。その後、11月14日に開かれた特別委員会にて、町からの報告

がありました。

●
す
き
込
み
と
は
？

●
今
後
の
対
応
は

　

最
終
的
に
ど
う
や
っ
て
処
理

す
る
か
は
不
透
明
な
状
態
に
。

　

町
で
は
、
牧
草
や
ほ
だ
木
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現
在
保
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る
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お
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。
全
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。

　

ほ
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低
く
、
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保
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よ
い
の
で
は
と
い
う
意
見
も
。

議案第 154 号　町道路線（中山線・草木沢線）の変更。

議案第 155 号　町道路線（中野 2 号線）の認定。

議案第 156 号　公有水面（稲淵漁港）1,473.02 ㎡を漁港

施設用地として埋立て。

議案第 157 号　スポーツ交流村の指定管理者をセントラ

ルスポーツ（株）・（株）オーエンス共同企業体に指定。

指定期間平成 31 年 4 月から 5 年間。→P.４

議案第 158 号　平成の森の指定管理者を太平ビルサービス

（株）に指定。指定期間平成 31 年 4 月から 5 年間。→P.４

議案第 159 号　車両事故による損害賠償の額を決定し、

31 万 1,880 円で和解。

議案第 160 号　町有林の倒木による損害賠償の額を決定

し、40 万 2,948 円で和解。

議案第 161 号　人権擁護委員の任期満了に伴い、阿部敏

克氏を推薦。

議案第 162 号　人権擁護委員の任期満了に伴い、千葉よ

う子氏を推薦。

議案第 163 号　平成 30 年度一般会計補正予算（第 4 号）。→P.５

議案第164 号   平成30年度漁業集落排水事業特別会計補

正予算（第 1 号）。

議案第165 号   平成30年度公共下水道事業特別会計補正

予算（第 1 号）。→P.５

議案第 166 号　平成 30 年度水道事業会計補正予算（第 3 号）。→P.５

議案第 167号   平成30年度病院事業会計補正予算（第1号）。

発議第  5  号　看護師の全国を適用地域とした特定最低

賃金の新設を求める意見書の提出について。

発議第  6  号   安全・安心な医療・介護の実現と夜勤交

代制労働の改善を求める意見書の提出について。

発議第  7  号　介護従事者の全国を適用地域とした特定

最低賃金の新設を求める意見書の提出について。

発議第  8  号　介護従事者の勤務環境及び処遇改善を求

める意見書の提出について。

発議第  9  号　最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を

求める意見書の提出について。

※採決結果欄：（○）は賛成、（×）は反対。議長は表決に加わりません。賛否同数の場合、裁決します。
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12 月定例議会採決状況一覧

原案可決　  12　 ３
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○
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○
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議会へのお願い議会へのお願い
  請　願　書

　上記２件の請願は、東日本大震災対策特別委員会へ付託されました。

請願７の１
　高野会館周辺の交通インフラ復旧整備に関する請願書

　東日本大震災前の当社所有の高野会館周辺は南三陸町志津川地区の中心地であり、道路も三方に面し安全性・利

便性も確保された場所であった。（中略）災害復旧は現状復旧が基本で道路整備計画の中で安全性は特に優先すべ

き事項であるので以下の高野会館周辺の交通インフラ復旧整備等を請願する。

　①国道45号から高野会館への取付け道路が急カーブ、急な下り坂の為、震災前と同じ幅員で歩道を整備し併せて

　　バスが10台位進入し、行き止まりでなくスムーズにバスが発進できる「転回所」を設け高野会館と南三陸町震

　　災復興祈念公園エリア、さんさん商店街を「鎮魂と防災の回廊」として周遊できる道路を整備する事。

　②復興計画にあった高野会館と商業エリアを結ぶ「港橋」を震災前同様生活道路とし、そして有事の際の避難道

　　としてこれを車道橋として復旧する事。

　請 願 者　　株式会社阿部長商店南三陸ホテル観洋　　代表取締役副社長　阿部　隆二郎

　紹介議員　　倉橋　誠司

消防防災施設災害復旧補助事業等調査特別委員会

現在、町では本事案の対応について警察や弁護士に相談しており、いまだ

解決の方向性が示されていないため、継続して調査を進めていきます。

【事案が発生した原因】

担当者が決裁を経ずに虚偽の内容による実績報告を行ったこと、県から書類提出を再三求められた
ことに対し未対応を続けたことなど、担当者個人に起因する問題がありました。さらに、町として
事業実施計画と補助要望等との整合性がとれていなかったこと、予算の執行管理が適正にされてい
なかったこと、精査されないまま決裁され完結していたことなど、適正な事務手続きがなされてい
ないといった組織としての問題も起因していました。

【町財政への影響】

①事業未実施であったが虚偽の実績報告をし、交付された補助金3,763万2千円を返還すること
　となった。
②年度内に事業が完了しなかったが虚偽の実績報告をし、交付された補助金1,729万8千円を返
　還することとなった。
③補助事業として申請していない事業を実施し、事業費3,361万円のすべてが町の負担となった。
④交付された補助金の返還にあたり加算金140万715円が発生し、そのすべてを町の一般財源か
　ら納付することとなった。

　　【請願趣旨】

請願７の２
　東日本大震災対策特別委員会参考人招致に関する請願書

　先の南三陸町議会、東日本大震災対策特別委員会での弊社所有の高野会館解体に関する町長の答弁及び当該建物ア

スベスト調査時の立ち入り侵入許可に関する環境対策課長の答弁が参考人として招致された請願者の答弁と明らかに

相違があったため、前副町長と前建設課長、当時のアスベスト調査担当の環境対策課職員を特別委員会に招致し事実

を検証する事を請願する。

　請 願 者　　株式会社阿部長商店南三陸ホテル観洋　　代表取締役副社長　阿部　隆二郎

　紹介議員　　倉橋　誠司

　　【請願趣旨】

  陳　情　書
陳情７の１

　「看護師の全国を適用地域と
した特定最低賃金の新設を求め
る意見書」採択を求める陳情書

　看護師の賃金底上げなど処遇の改
善、人材確保と体制強化を実現する
ため、意見書の採択を要望します。

陳情者
宮城県医療労働組合連合会
執行委員長　中山　修

　【陳情の趣旨】

陳情７の２
　「安全・安心の医療・介護の実
現と夜勤交替制労働の改善を求め
る意見書」採択を求める陳情書

　安全・安心の医療・介護を実現す
るためにも、医師・看護師、介護職
員の大幅増員・夜勤改善を図る対策
を講じられるよう、意見書の採択を
要望します。

陳情者
宮城県医療労働組合連合会
執行委員長　中山　修

　【陳情の趣旨】

　陳情７の１～７の５は採択され、意見書を提出しました。陳情７の６は不採択となりました。

陳情７の３
　「介護従事者の全国を適用地
域とした特定最低賃金の新設を
求める意見書」採択を求める陳
情書

　介護従事者の賃金底上げなど処遇
の改善、人材確保と体制強化を実現
するため、意見書の採択を要望しま
す。

陳情者
宮城県医療労働組合連合会
執行委員長　中山　修

　【陳情の趣旨】

陳情７の４
　「介護従事者の勤務環境及び
処遇改善を求める意見書」採択
を求める陳情書

　介護労働者の勤務環境及び処遇の
改善を図り、介護制度の真の持続性
を確保するためにも、介護従事者の
勤務環境及び処遇改善を求める意見
書の採択を要望します。

陳情者
宮城県医療労働組合連合会
執行委員長　中山　修

　【陳情の趣旨】

陳情７の５
　最低賃金の改善と中小企業支
援の拡充を求める政府に対する
意見書採択を求める陳情書

　現在の宮城県における最低賃金額
の改善と中小企業に対する支援策を
拡充することで、労働者の生活と中
小企業の経営を健全に発展させ、地
域循環型の経済を実現させることが
重要と考えています。その実現のた
めに政府が必要な手立てを講じるこ
とを求めるものです。

陳情者　　宮城県春闘共闘会議
代表幹事　高橋　正行

　【陳情の要旨】

陳情７の６
　「被災者生活再建支援制度の
抜本的拡充を求める意見書」の
採択を求める陳情書

　続発する大規模な自然災害を前に、
被災者生活再建支援法をはじめとし
た被災者への支援制度の見直しが求
められています。貴議会におかれま
しては、国に対して別紙の意見書を
提出するよう陳情します。

陳情者
東日本大震災復旧・復興支援みやぎ県民センター
綱島　不二雄
宮城災対連・東日本大震災共同支援センター
鈴木　新

　【陳情の要旨】
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　平成29年度に実施した消防団拠点施設（屯所）などの災害復旧事業において、
担当職員が虚偽の申請手続きなど不適正な事務処理を行ったことにより、補助
金の返還、その返還金に係る加算金、一部実施事業の町一般財源での全額負担
など多額の損害が生ずる事案が発生しました。

　平成30年6月28日に議会に対し町当局より事案の発生が報告され、事案の重
大性から調査が必要であるとして、8月に開催された第5回臨時会において本特
別委員会を設置し、現在に至るまでの調査を進めてきました。
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総　務
常任委員会

人口減少対策に幅広い施策

調査の目的

　本町の人口は震災の影響によ

り大きく減少している。人口減

少問題を解消するには、人口流

出及び少子化に歯止めをかける

とともに、新しい人の流れをつ

農業振興について

調査の目的

　農業の慢性的な課題として、

後継者・担い手不足があげられ

るが、東日本大震災後は農業機

械の流失や居住地の変化に伴い、

さらに顕著なものとなった。被

災した沿岸部の農地は、原形復

旧・圃場整備事業により再整備

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言 

〜 

委
員
会
報
告

　平成３０年１１月２０
日、人口減少問題への対
策としておこなっている
イベント関連事業、結婚
活動支援事業について、
町企画課職員から聞き取
り調査を行った。

　平成３０年１０月４日、
東日本大震災後に整備し
た圃場整備地区の生産状
況について、圃場整備地
区６工区の現地視察調査
を行った。

調査の概要

されたが作付けを再開した農地

は少なく、国土保全・景観保全

の観点からも影響を及ぼしてい

る。よって、持続性のある農業

を確立することが喫緊の課題と

捉え、その農業振興施策を検討

するため調査を行うものである。
　水稲生育調査

産業建設
常任委員会 　圃場整備地区各工区において、

作付け状況調査を行った。石礫

除去や土壌改良、排水性向上と

いった補完工事を必要とする農

地が混在する中、各生産団体が

使命感と責任感を持って創意工

夫のもと作付けを行っており、

水稲やネギをはじめ良好な生育

状況が確認できた。

　補完工事が施行されていない

農地においては生育不良、もし

今年度に３回、それぞれ別の団

体が主催する婚活イベントに共

催、後援というかたちで協力し、

若者の出会いの場の創出を図っ

ている。当初予算に計上された

町単独でのイベント開催につい

ては、この結果を踏まえたうえ

で詳細を検討しており、年度内

に開催される予定である。

の展開を

全町民が参加できる教育環

　少子高齢化が進む当町におい

て、町の将来を担う子供たちの

育成が重要課題であると考え、

平成３０年３月より新たな教育

環境整備について調査・検討を

行ってきた。

　現在、教育現場では多様化す

る学習指導、様々な問題・課題

に対応するため、教員は日々試

　平成３０年１０月２９日・３０日、教育環境を検討
する上で、現場の声を反映させなければ意味をなさな
いという考えから、町内７小中学校を視察し、校長、
教頭、教務主任などから、「いじめ防止に対する取り
組み」「コミュニティスクールの導入」「教員の多忙
化」などの、変化する教育環境への対応や課題などに
ついて聞き取り調査を行った。

調査の結果

民生教育
常任委員会

にも、コミュニティスクールの

導入は効果的であると思われる。

保護者や地域が学校運営に関わ

りを持ち、役割分担することに

よって、教員の負担軽減が図ら

れ、充実した教育環境の実現が

期待される。

　優れた人材を生み出すには、

質の高い教育を実施できる環境

が最も重要である事を改めて認

識した次第である。教育施策に

かかる予算措置を将来に対する

行錯誤を重ね奮闘している。し

かしながら、仕事の負担が大き

くなり、本来あるべき学習指導

や児童生徒との触れあいに影響

を及ぼすのではないかと懸念す

るところである。

　教員がゆとりを持たなければ、

充実した教育は成り立たず、学

習指導をはじめ、教育課程以外

の学校教育活動も充分な成果が

見込めない。

　そうした懸念を払拭するため

くは不作付けの状態が確認され、

生産団体の経営に影響を及ぼす

ことが懸念される。

　本調査については、全町的な

課題である農業後継者・担い手

不足、経営が成り立つ農業施策

の展開等についても検討する必

要があることから、継続調査と

する。

調査の概要

　町では移住希望者へのＰＲ等

のため、主に首都圏でのイベン

トへの参加、移住体験ツアーの

開催などを行っており、今年度

末にかけても、複数回のイベン

ト開催を予定している。また、

　人口減少対策は様々な角度か

ら検討し、幅広い施策の展開が

必要である。当委員会で以前に

提案した中間管理住宅について

も、課内で検討されている。今

後も有効な政策提言をおこなう

ためにも、調査を継続する。

境を
投資と考え、教育関連予算の充

実と教育環境を整え、行政の旗

振りのもと全町民が参加できる

教育政策を一日も早く構築する

ことが当町の繁栄に大きく影響

するものと考え、積極的な推進

を期待するものである。

くり、地域が持続可能な人口構

造とすることが重要であること

から、移住・定住への取り組み

について調査をおこなう。
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昨
年
は
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
と
い
う
嬉
し
い
ニ
ュ
ー

ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
平
成
最
後
の
年
と

な
り
１
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

新
元
号
の
発
表
も
待
ち
遠
し

い
と
こ
ろ
で
す
。
日
本
は
平

成
か
ら
新
し
い
時
代
に
向
か

っ
て
進
ん
で
行
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

私
自
身
も
議
員
に
な
っ
て

あ
っ
と
言
う
間
に
１
年
が
過

ぎ
ま
し
た
が
、
見
識
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当

町
の
復
興
も
一
歩
一
歩
進
ん

で
お
り
、
新
し
い
姿
が
見
え

て
き
て
い
ま
す
が
、
課
題
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
議
会

も
町
民
の
皆
様
の
声
を
反
映

さ
せ
、
新
し
い
町
を
平
成
か

ら
新
し
い
時
代
に
即
し
た
形

で
成
長
で
き
る
よ
う
議
会
の

一
員
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
　
　
　

 　

 

倉
橋　

誠
司

﹁
走
り
続
け
た
酪
農
再
建
﹂

　
　
戸
倉

阿 

部
　
俊 

幸  

さ
ん

　

自
分
の
将
来
の
夢
と
し
て
考
え
て

い
た
小
規
模
で
の
酪
農
家
と
い
う
希

望
を
大
震
災
で
失
っ
た
。
マ
イ
ナ
ス

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
は
、
酪
農
事
業
に

は
厳
し
く
過
酷
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

事
業
の
再
建
に
あ
た
り
、
国
・
県

の
関
係
機
関
か
ら
の
補
助
や
支
援
が

皆
無
の
中
で
、
私
の
活
動
が
全
国
の

皆
さ
ん
の
知
る
所
と
な
り
、
応
援
の

声
は
い
た
だ
く
も
の
の
資
金
の
目
途

は
立
た
な
か
っ
た
。
県
外
の
支
援
団

体
を
求
め
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は

九
州
ま
で
全
国
を
廻
り
、
や
っ
と
私

の
夢
を
聴
き
入
れ
て
く
れ
る
企
業
と

め
ぐ
り
会
い
、
牛
舎
建
設
の
基
礎
資

金
で
再
建
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

ま
だ
20
代
前
半
の
若
者
に
世
間
の

風
は
冷
た
く
、
自
分
の
経
営
計
画
を

が
む
し
ゃ
ら
に
担
当
者
に
ぶ
つ
け
た

が
、
組
合
な
ど
の
関
係
団
体
は
耳
を

貸
そ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。
最
後
に

は
全
て
自
分
の
責
任
で
事
を
進
め
た
。

補
助
金
は
受
け
る
事
な
く
、
不
足
分

は
借
り
入
れ
を
し
て
５
年
目
に
酪
農

業
を
開
始
し
た
。

　

現
在
は
本
吉
・
志
津
川
地
区
酪
農

青
年
部
部
長
と
し
て
、
共
に
地
元
で

発
行
責
任
者  

議
長  

三
浦  

清
人

皆さん議会傍聴に来てください
次回の定例議会は ３ 月を予定しています。

● 日程等は議会事務局にお問い合わせください。　TEL (0226)  46－1375 
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伸
太
郎

　
　

副
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員
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須
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清
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倉
橋　

誠
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佐
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雄
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千
葉　

伸
孝

　
　
　
　
　
　
　

菅
原　

辰
雄　
　
　
　

働
く
仲
間
と
厳
し
い
な
が
ら
も
家
業

を
継
続
し
て
い
る
。
酪
農
業
の
問
題

と
し
て
ヘ
ル
パ
ー
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
町
か
ら
の
声
掛

け
で
農
業
委
員
会
の
最
適
化
推
進
委

員
と
し
て
、
南
三
陸
町
の
農
業
者
・

酪
農
家
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

高
台
の
自
宅
も
家
族
と
共
に
再
建

を
済
ま
せ
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
と
も
今

年
か
ら
歩
み
を
始
め
、
心
新
た
に
酪

農
業
に
精
進
し
、
こ
れ
ま
で
応
援
し

て
く
れ
た
多
く
の
皆
様
に
、
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

南
三
陸
町
の
将
来
を
担
う
若
者
た
ち

の
夢
を
叶
え
る
た
め
に
、
町
と
議
会

が
一
丸
と
な
り
今
後
も
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

ホームページは「南三陸町議会」で検索できます。

﹁
絶
景
は
豊
か
な
命
の
証
し
﹂

　
志
津
川

　
　

齋 

藤
　
　 

修  

さ
ん

　

志
津
川
湾
の
絶
景
は
、
す
な
わ
ち

豊
か
な
命
の
輝
き
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

昨
年
十
月
、
南
三
陸
町
の
志
津
川
湾

が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
登
録
湿
地
に

な
り
ま
し
た
。
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
と

は
、
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国

際
的
に
重
要
な
湿
地
に
関
す
る
条
約
。

志
津
川
湾
は
国
の
天
然
記
念
物
で
絶

滅
危
惧
種
の
コ
ク
ガ
ン
を
養
う
海
藻

類
が
自
生
す
る
豊
か
な
湿
地
と
し
て

広
く
世
界
に
認
め
ら
れ
た
の
で
す
。

地
球
上
に
生
息
す
る
コ
ク
ガ
ン
は
八

千
羽
弱
と
も
言
わ
れ
、
そ
の
内
百
羽

か
ら
二
百
羽
が
毎
年
北
か
ら
飛
来
し

志
津
川
湾
で
越
冬
し
て
い
き
ま
す
。

　

初
め
て
志
津
川
湾
の
景
色
を
目
の

当
り
に
し
、
そ
の
美
し
さ
に
息
を
呑

む
ほ
ど
に
一
目
惚
れ
し
て
し
ま
っ
た

の
が
か
れ
こ
れ
も
う
六
年
前
の
こ
と
。

美
し
い
輝
き
に
満
ち
、
生
命
力
に
溢

れ
た
印
象
そ
の
ま
ま
に
、
湾
内
に
は

北
の
マ
コ
ン
ブ
と
南
の
ア
ラ
メ
の
藻

場
が
混
在
し
、
二
百
十
種
類
以
上
の

藻
類
が
海
藻
の
森
を
成
し
、
実
に
五

百
五
十
種
類
以
上
の
動
物
を
育
ん
で

い
ま
す
。
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
は
人
も

自
然
も
生
き
物
も
互
い
に
支
え
あ
い

な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
南
三
陸
町
を

世
界
に
広
く
知
ら
し
め
、
交
流
人
口

を
増
や
し
て
く
れ
る
事
で
し
ょ
う
。

　

志
津
川
湾
の
美
し
さ
は
誰
も
が
認

め
て
い
ま
す
。
我
々
も
永
遠
に
伝
え

る
べ
く
最
大
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

議
会
か
ら

議
会
か
ら
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